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要 旨 
 

本研究は、パキスタン人元非正規滞日者の日本語自然習得について、質問紙、面接調査、そ

して参与観察を行い、その結果を分析・考察したものである。本論文は、「基礎資料作成分析

型（森住 2008）」の研究に分類される。テーマ設定の主な理由は、以下の 3 つに大別できる。

(1)なぜ日本語自然習得を取り上げるのか、（2）なぜ習得諸要因とその相互作用を取り上げるの

か、（3）なぜパキスタン人元非正規滞日者を取り上げるのか、である。（1）については成人の

第二言語自然習得に関する定義はさまざまであるが、詳しく検討されていない（宮崎 2005）
からである。(2)については習得諸要因という観点から第二言語の自然習得を分析考察する研究

は十分とは言えない（宮崎 2005）からである。(3)については自然習得の効果を日本語教育の

シラバスに導入する必要性がある（宮崎 2005）からである。 

以上の 3 つの理由から、本研究は日本語自然習得とその相互作用をテーマとするが、具体的

に、本論文の研究目的はつぎの 5つである。まず、これまでの自然習得に関する諸定義を概観

し宮崎(2005）の批判と提案を取り上げ本研究の理論的枠組みを作成すること。つぎに、習得諸要

因分析枠組みに従い諸要因の特性や特徴を明らかにすること。また、諸要因相互作用分析枠組

みに従い要因間の相互作用を明らかにすること。さらに、習得者要因も自然環境要因も社会文

化的要因の影響を受けていることを明らかにし、習得された「所産（林 2006: 52）」が、社会

的状況に還元されることを明らかにすること。最後に自然習得諸要因がどのように教室習得に

反映されるかを考察することである。 
論文全体の構成は、序論、本論が 7 章立て、結論からなる。序論はテーマに関する説明など

である。第1章は、自然習得の定義にかかわる諸説を概観し本研究の理論的枠組みを作成する。

第 2章ではテーマの背景であるパキスタンと日本について述べる。第 3章では研究法および調

査データの扱いについて言及する。第 4章では、林（2006: 52）を修正援用した諸要因分析枠

組みに沿って習得諸要因を明らかにする。第 5章では、Gardner, R.C.(1985)を修正し作成した

諸要因相互分析枠組みに沿って諸要因の相互作用を分析する。第 6章では、社会心理的な背景

が言語習得に及ぼす影響や生得的な要因を育んだ社会文化的要因などを明らかにする。第 7章

では本論で明らかとなった分析結果、ならびに参照枠組みなどについて統合的に考察する。 
本研究の結果をつぎのようにまとめる。 
筆者は元非正規滞日者の自然習得を以下のように定義する。渡日前にも滞日時にも系統的で

継続的な日本語の学習を受けず、また、自らの日本語能力に関して客観的な評価を受けたこと

がないこと。自然環境において社会化のプロセスの中で他者により選ばれた言語や表現から習

得し始めるが、日本語習得プロセスを管理する者が特定できず、日本語および社会文化的規範

を含む非言語を自然に身につけること。 
 自然習得諸要因とその相互作用の考察結果は以下のとおりである。自然習得に結びつく最大

の要因は、「志向・動機」である。この情意的な要因と相互作用するのは、「出稼ぎ」の役割を

担う男性要因および、「果敢で外向的な」性格である。また、習得者の生得的な要因である言

語適性や学習ストラテジーは、動機がはたらき始めてその機能を働かせることから、間接的な

要因と考えられる。つぎに、もう一つの情意的な要因である「言語不安（元田 2006）」は、言

語行動を回避させたり、ジェンダーにかかわる言語の習得を困難にすることが明らかとなった。

さらに、習得者要因も自然環境要因も社会文化的要因の影響を受けていることが明らかとなっ



た。そして、滞日時に習得過程を経て生み出されたさまざまな所産は、出身村の社会文化的な

影響を受けながら、調査対象者の日常や職業観に還元されていることが分かった。 
 本研究の応用可能性として、2 つ考えられる。まず、日本語とウルドゥー語は語順が似 
ていることから、「目標言語と第二言語の類似構造によって起こる正の転移（宮崎 2005）」 
が自然習得者に見られる。このことから、伝統的な教室において教師はウルドゥー語話者 
に日本語の語順に関し、暗示的な教授ストラテジーの援用が考えられる。一方、外国語環 
境にあって日本語を教える場合、教師は日常的な生活習慣に関する行動や規範について明 
示的に提示する必要があると考えられる。 
 最後に今後の課題である。本研究において作成した諸要因分析枠組み、および、相互作 
用分析枠組みの精査が必要と考える。その場合、パキスタン人正規滞日者を調査対象者と 
し、その自然習得の諸要因という観点から、共時的に調査することが考えられる。理由は、 
政治的社会的な身分の違いは、習得諸要因に大きな差異を与えること。また、渡日前、滞 
日中、帰国後という時間軸に沿って調査することは自然習得する項目をより広範囲に捉え 
ることができ、結果的に教室習得に、より多くを反映できると考えるからである。 
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